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現代宗教研究
第54号 三　校 　　月　　日

研
究
ノ
ー
ト

日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚

岡
　
田
　
文
　
弘

第
一
節
、
は
じ
め
に
…
今
、「
上
行
自
覚
」
を
見
直
す
意
義

　

日
蓮
聖
人
は
、
自
身
を
末
法
に
遣
わ
さ
れ
た
上
行
菩
薩
と
し
て
自
認
し
、
そ
の
自
覚
の
も
と
で
不
惜
身
命
の
弘
法
の
生
涯
を
送
ら
れ
た

…
…
所
謂
、
宗
祖
の
「
上
行
自
覚
」
は
宗
義
の
根
幹
と
し
て
、
我
々
日
蓮
門
下
に
と
っ
て
の
常
識
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
上
行
自
覚
に
つ
い
て
、
な
ぜ
今
改
め
て
こ
の
よ
う
に
研
究
ノ
ー
ト
を
し
た
た
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
な
ぜ
わ
ざ
わ
ざ
常
識
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
の
か
…
…
そ
の
よ
う
な
疑
問
を
持
た
れ
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
今
だ
か
ら
こ
そ
上
行
自
覚
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
、
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
日
蓮
宗
は
宗
祖
御
降
誕
八
〇
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
丸
と
な
っ
て
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
大
前
提
と
な
る
宗

祖
降
誕
の
意
義
づ
け
に
つ
い
て
、
関
戸
堯
海
氏
は
第
三
一
回
勧
学
院
研
修
会
議
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
談
話
を
発
表
し
た
。

　

 

「�

日
蓮
聖
人
を
上
行
菩
薩
の
再
誕
と
し
て
考
え
る
と
き
、
そ
れ
が
い
つ
か
ら
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
降
誕
八
〇
〇

年
を
目
前
に
し
て
、
こ
の
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
ご
降
誕
そ
の
と
き
が
、
上
行
菩
薩
と
し
て
の
再
誕
で
あ
っ
た
の
で
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は
な
い
か
と
提
言
し
た
い
と
思
い
ま
す
」（「
ご
降
誕
そ
の
と
き
が
、
上
行
菩
薩
と
し
て
の
再
誕
」『
日
蓮
宗
新
聞
』
二
〇
一
九
年
三

月
一
〇
日
付
）

　

前
述
の
よ
う
に
、
日
蓮
の
上
行
自
覚
は
宗
義
の
根
幹
で
あ
る
が
、
降
誕
八
〇
〇
年
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
意
義
が
再
び
注

目
を
集
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

更
に
言
え
ば
、
こ
こ
十
年
来
、
上
行
自
覚
を
巡
っ
て
多
く
の
考
究
や
新
発
見
が
な
さ
れ
て
来
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、
論
争
に
発
展
し

た
間
宮
啓
壬
氏
の
問
題
提
起
や
、
都
守
基
一
氏
に
よ
る
真
蹟
断
簡
の
解
読
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
の
高
ま
り
を
見
る
に
つ
け
、

上
行
自
覚
を
改
め
て
考
究
す
べ
き
時
機
が
到
来
し
た
と
、
筆
者
は
確
信
を
深
め
た
次
第
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
ノ
ー
ト
で
は
、
日
蓮
の
上
行
自
覚
に
つ
い
て
、
ま
ず
古
来
の
論
を
確
認
し
（
第
二
節
）、
続
い
て
近
年
の
論
と
そ
の
諸
相
を

概
観
し
（
第
三
節
）
以
上
を
踏
ま
え
た
結
論
を
提
示
す
る
（
第
四
節
）
こ
と
を
試
み
る１

。

第
二
節
、
上
行
自
覚
を
め
ぐ
る
古
来
の
論

　

日
蓮
を
上
行
菩
薩
と
す
る
観
点
は
、
そ
も
そ
も
日
蓮
自
身
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
っ
た

背
景
に
お
い
て
は
、
日
興
門
流
の
存
在
が
看
過
で
き
な
い
。

　

日
興
門
流
は
、
日
蓮
滅
後
の
約
半
世
紀
の
う
ち
に
、
早
く
も
日
蓮
の
伝
記
を
作
成
し
て
い
る
（『
御
伝
土
代
』『
法
華
本
門
宗
要
鈔
』）

が
、
そ
こ
で
は
す
で
に
日
蓮
を
上
行
菩
薩
の
再
誕
と
す
る
意
義
づ
け
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
最
古
の
日
蓮
伝
と
も
目
さ
れ
る
『
御
伝
土

代
』
は
「
日
蓮
聖
人
は
本
地
是
れ
地
涌
千
界
上
行
菩
薩
の
後
身
な
り
」（
富
士
一
頁
）
と
の
文
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
法

華
本
門
宗
要
鈔
』
で
は
、
龍
口
に
お
け
る
「
ひ
か
り
も
の
」
の
奇
跡
を
、
首
の
座
に
つ
い
た
日
蓮
が
「
自
身
の
前
世
は
上
行
菩
薩
で
あ

る
」
と
宣
言
し
た
こ
と
に
応
じ
て
起
き
た
も
の
と
し
て
記
述
し
て
い
る
（「
日
蓮
頸
の
座
に
臨
む
時
は
南
方
の
江
の
島
に
向
て
曰
く
、

07-01　岡田.indd   239 2020/07/09   15:39



現代宗教研究　第54号（2020.3）　　240

…
…
日
蓮
正
法
の
行
者
と
し
て
耆
闍
堀
山
の
莚
に
列
な
っ
て
、
霊
山
浄
土
の
聴
衆
為
り
。
多
宝
塔
中
大
牟
尼
尊
の
直
説
に
於
い
て
上
行
菩

薩
為
り
し
の
時
…
…
」
定
遺
二
一
六
一
頁
）。
こ
う
し
て
、「
日
蓮
伝
を
彩
る
様
々
な
で
き
ご
と
の
中
で
も
最
大
の
奇
蹟
で
あ
り
、
日
蓮
神

話
の
中
で
も
も
っ
と
も
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
一
場
面２

」
と
さ
れ
る
龍
口
の
奇
跡
と
、
上
行
自
覚
と
を
結
び
つ
け
た
挿
話
が
作
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
注
目
す
べ
き
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
日
興
門
流
は
「
日
蓮
＝
上
行
」
観
に
基
づ
き
、
日
蓮
を
神
格
化
す
る
伝
記
を
一
早
く
作
成
し
た
…
…
つ
ま
り
、「
日
蓮
＝

上
行
」
観
を
早
い
段
階
か
ら
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る３

。
こ
の
こ
と
と
、
日
蓮
の
手
に
よ
る
文
献
の
中
で
も
特
に
上
行
自
覚
を
強
く

明
言
し
た
例
外
的
な４

文
献
で
あ
る
「
万
年
救
護
本
尊
」
と
『
頼
基
陳
状
』（
再
治
本
）
が
、
い
ず
れ
も
日
興
門
流
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
事

実
と
に
は
、
何
ら
か
の
関
連
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
万
年
救
護
本
尊
は
、
こ
の
本
尊
を
広
め
る
者
（
実
質
的
に
は
日
蓮
）
が
上
行
菩
薩
で
あ

る
と
の
讃
文
（「
上
行
菩
薩
出
現
於
世
、
始
弘
宣
之
」）
が
付
さ
れ
、
日
蓮
自
身
に
よ
る
上
行
自
覚
の
表
明
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
興

門
流
の
所
伝
で
あ
る
（
現
在
は
保
田
妙
本
寺
蔵
）。
ま
た
『
頼
基
陳
状
』
は
二
種
の
写
本
が
伝
わ
る
が
、
そ
の
う
ち
日
興
書
写
の
本
（
通

称
「
再
治
本
」）
に
の
み
、
二
箇
所
に
渡
る
上
行
自
覚
表
明
の
文
が
見
ら
れ
る
（「
日
蓮
聖
人
は
御
経
に
と
か
れ
て
ま
し
ま
す
が
如
く
ば
、

久
成
如
来
の
御
使
、
上
行
菩
薩
の
垂
迹
」
定
遺
一
三
五
二
頁
、「
日
蓮
聖
人
御
房
三
界
主
・
一
切
衆
生
の
父
母
・
釈
迦
如
来
の
御
使
上
行

菩
薩
に
て
御
坐
候
け
る
事
」
定
遺
一
三
五
八
頁
、
傍
線
部
筆
者
）。

　

こ
の
よ
う
に
日
興
門
流
に
お
い
て
は
、「
日
蓮
＝
上
行
」
観
が
早
い
段
階
か
ら
、
そ
し
て
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
と
対
照

的
な
態
度
を
と
っ
た
の
が
日
昭
門
流
で
あ
る
。

　

日
昭
門
流
は
『
三
大
秘
法
抄
』（『
三
大
秘
法
禀
承
事
』）
の
真
偽
問
題
を
論
ず
る
中
で
、
同
書
の
文
「
此
三
大
秘
法
は
二
千
余
年
の
当

初
、
地
涌
千
界
の
上
首
（
筆
者
注
：
上
行
菩
薩
）
と
し
て
、
日
蓮
慥
に
自
教
主
大
覚
世
尊
口
決
相
承
せ
し
也
」（
定
遺
一
八
六
五
頁
）
に

つ
い
て
、「
上
行
自
覚
を
明
言
す
る
例
は
他
の
代
表
的
遺
文
に
無
く
、
不
審
」
と
し
て
同
書
の
偽
書
説
を
主
張
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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「�

日
昭
門
流
に
は
此
書
を
偽
抄
と
申
也
。
其
故
は
三
大
部
五
大
部
並
に
観
心
本
尊
抄
等
に
全
く
日
蓮
上
行
菩
薩
の
再
誕
也
と
つ
い
さ
し

て
御
遊
し
た
る
御
書
は
無
御
座
。
而
る
に
限
此
抄
つ
い
さ
し
て
其
趣
を
被
遊
。
知
ぬ
、
偽
抄
也
」（
本
成
日
実
『
当
家
宗
旨
名
目
』

一
四
六
一
年
成
立
、
川
上
・
都
守
［
二
〇
一
三
］
三
六
頁
下
）

　

こ
こ
で
の
上
行
自
覚
に
つ
い
て
の
議
論
は
あ
く
ま
で
副
次
的
な
も
の５

で
は
あ
る
に
せ
よ
、
極
め
て
文
献
学
的
で
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
日
昭
門
流
の
事
例
か
ら
、
日
蓮
の
上
行
自
覚
を
ど
う
捉
え
る
か
に
つ
い
て
は
、
実
は
門
下
の
間
に
お
い
て
も
決
し
て
一
枚
岩
で
片

付
く
問
題
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
と
は
言
え
そ
の
後
、
日
蓮
の
上
行
自
覚
は
宗
義
の
根
幹
・
大
前
提
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
節
、
近
年
の
議
論
を
巡
っ
て

⑴　

間
宮
啓
壬
氏
の
問
題
提
起
：
「
本
体
的
自
覚
」
と
「
行
為
的
自
覚
」

　

日
蓮
の
上
行
自
覚
に
つ
い
て
、
改
め
て
抜
本
的
な
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
年
で
あ
る
。
そ
れ
は
間
宮
啓
壬
氏
の
問
題

提
起
に
よ
っ
て
始
ま
り
（
間
宮
［
二
〇
〇
八
］）、
こ
れ
に
山
上
弘
道
氏
が
応
じ
（
山
上
［
二
〇
〇
九
］）、
以
下
、
両
氏
の
論
文
に
よ
る
や

り
と
り
（
間
宮
［
二
〇
一
三
］
→
山
上
［
二
〇
一
四
］
→
間
宮
［
二
〇
一
九
］）
を
中
心
と
し
て
上
行
自
覚
を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
化
し

た
。

　

こ
こ
で
、
発
端
と
な
っ
た
間
宮
［
二
〇
〇
八
］（
お
よ
び
、
そ
の
追
補
で
あ
る
間
宮
［
二
〇
一
三
］）
に
お
け
る
論
を
以
下
に
紹
介
し
て

お
く
。

　

 

「�

特
に
宗
門
に
あ
っ
て
は
、
日
蓮
＝
「
地
涌
・
上
行
菩
薩
」
と
い
う
等
式
は
、
一
種
の
「
公
理
」
と
も
い
う
べ
き
テ
ー
ゼ
で
あ
っ
て
、

07-01　岡田.indd   241 2020/07/09   15:39



現代宗教研究　第54号（2020.3）　　242

そ
の
こ
と
に
疑
念
が
挟
ま
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
宗
門
ば
か
り
で
は
な
い
。
宗
外
の
研
究
者
に
あ
っ
て
も
、

こ
の
テ
ー
ゼ
を
基
本
的
に
は
受
け
入
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
場
合
が
往
々
に
し
て
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
日
蓮
遺
文
に
直
接
当

た
っ
て
み
る
と
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
…
…
文
献
学
的
に
信
頼
し
得
る
遺
文
に
よ
る
な
ら
ば
、
日
蓮
が
み
ず
か
ら
の
自

覚
に
即
し
て
「
一
人
称
」
の
形
で
公
言
し
た
自
己
の
位
置
づ
け
は
、「
地
涌
・
上
行
菩
薩
」
に
先
立
つ
者
、
あ
る
い
は
、
そ
の
庇
護

を
こ
う
む
る
者
に
止
ま
る
、
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
」（
間
宮
［
二
〇
〇
八
］
一
七
七
頁
下
、
一
八
〇
頁
上
）

　

実
は
、
日
蓮
が
信
頼
性
の
高
い
遺
文
の
中
で
上
行
菩
薩
（
の
再
誕
）
を
自
称
し
て
い
る
例
は
、
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
い
の
だ
。
こ
れ
は
先
述

し
た
日
昭
門
流
に
よ
る
『
三
大
秘
法
抄
』
偽
書
説
に
お
い
て
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
宗
門
刊
行
の
『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典　

教

学
編
』（
身
延
山
久
遠
寺
、
二
〇
〇
三
）
に
お
い
て
も
「
自
ら
を
上
行
菩
薩
の
再
誕
に
擬
す
る
直
接
的
表
現
は
真
蹟
遺
文
に
は
見
え
な
い
」

（
六
二
八
頁
ｄ
）
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。　

　

そ
れ
で
は
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
日
蓮
は
ど
の
よ
う
に
上
行
菩
薩
に
つ
い
て
書
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
間
宮
［
二
〇
〇
八
］（
一
七
八

頁
下
）
を
参
考
に
し
つ
つ
、
信
頼
性
の
高
い
遺
文
に
お
け
る
「
上
行
自
覚
」
の
例
を
確
認
し
て
み
よ
う
。

①　
「
日
蓮
上
行
菩
薩
に
は
あ
ら
ね
ど
も
」（『
新
尼
御
前
御
返
事
』
定
遺
八
六
八
頁
）

②　
「
予
、
地
涌
の
一
分
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
」（『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
定
遺
九
一
〇
頁
）

③�　
「
上
行
菩
薩
の
御
か
び
を
か
ほ
り
て
」「
上
行
菩
薩
の
か
び
を
か
ほ
り
て
」（『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』
定
遺
一
〇
八
五
・
一
〇
八
六

頁
）

④�　
「
経
に
は
上
行
・
無
辺
行
等
こ
そ
出
で
て
ひ
ろ
め
さ
せ
給
べ
し
と
見
へ
て
候
へ
ど
も
、
い
ま
だ
見
へ
さ
せ
給
は
ず
。
日
蓮
は
其
人

に
は
候
は
ね
ど
も
ほ
ぼ
こ
こ
ろ
え
て
候
へ
ば
、
地
涌
の
菩
薩
の
出
さ
せ
給
ま
で
の
口
ず
さ
み
に
、
あ
ら
あ
ら
申
て
況
滅
度
後
の
ほ
こ

07-01　岡田.indd   242 2020/07/09   15:39



243

日蓮聖人の上行自覚（岡田）

さ
き
に
当
候
也
。」（『
本
尊
問
答
鈔
』
定
遺
一
五
八
六
頁
）

　

①
、
②
は
、「
日
蓮
は
上
行
菩
薩
（
地
涌
菩
薩
）
で
は
な
い
」
と
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。
③
は
、
上
行
菩
薩
は
日
蓮
の
「
守
護
者
」

で
あ
る
（
＝
日
蓮
自
身
で
は
な
い
）
と
述
べ
て
い
る
。
④
に
お
い
て
は
、
自
身
は
上
行
菩
薩
で
は
な
く
、
そ
の
前
座
に
過
ぎ
な
い
と
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、「
上
行
自
覚
」
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
「
非
・
上
行
自
覚
」
と
で
も
言
う
べ
き
文
言
が
並
ん
で
い
る
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
否
定
は
単
な
る
「
謙
遜
」
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
が
通
例
に
な
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
問
題
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
。

　

例
外
的
に
、
前
掲
の
通
り
『
頼
基
陳
状
』
再
治
本
（
日
興
書
写
な
の
で
真
蹟
に
準
ず
る
）
で
は
上
行
自
覚
が
二
度
に
わ
た
っ
て
明
言
さ

れ
て
い
る
（
該
当
箇
所
は
前
節
の
引
用
参
照
）
も
の
の
、
同
書
は
弟
子
（
四
条
金
吾
）
の
名
義
で
の
代
筆
と
い
う
、
や
や
特
殊
な
性
質
を

持
つ
文
書
で
あ
る
。
つ
ま
り
日
蓮
の
自
称
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
弟
子
（
四
条
金
吾
）
の
日
蓮
観
と
も
取
れ
る
の
で
あ
り
、
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い６

（
し
か
も
当
該
箇
所
の
一
文
目
「
日
蓮
聖
人
は
御
経
に
と
か
れ
て
ま
し
ま
す
が
如
く
ば
、
久
成
如
来
の
御
使
、
上
行
菩
薩
の
垂

迹
」
は
、
忍
性
に
対
す
る
「
極
楽
寺
の
長
老
は
世
尊
の
出
世
」
と
い
う
過
大
評
価
へ
の
、
あ
た
か
も
「
当
て
つ
け
」「
丁
々
発
止
の
、
売

り
言
葉
に
買
い
言
葉
」
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
）。

　

こ
う
し
た
特
殊
例
の
『
頼
基
陳
状
』
一
本
を
も
っ
て
、
主
要
著
作
を
含
む
殆
ど
の
（
確
実
な
）
遺
文
が
お
し
な
べ
て
「
日
蓮
＝
上
行
」

を
否
定
し
て
い
る
事
実
を
覆
せ
る
の
か
と
い
う
と
、
疑
問
が
残
ろ
う
。

　

こ
の
問
題
を
真
正
面
か
ら
問
い
直
し
た
の
が
、
間
宮
［
二
〇
〇
八
］
に
よ
る
問
題
提
起
だ
っ
た
の
だ
が
、
こ
こ
で
こ
の
議
論
を
見
て
い

く
上
で
は
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
間
宮
氏
は
「
日
蓮
は
上
行
自
覚
を
明
言
し
て
い
な
い
（
＝
否
定
し
て
い
る
）
の
で
、
日
蓮

に
は
上
行
自
覚
な
ど
無
か
っ
た
」
と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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「�

私
、
間
宮
に
と
っ
て
、
日
蓮
に
地
涌
・
上
行
自
覚
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
大
前
提
で
あ
る
。
…
…
自
覚
が
あ
る
こ
と
は
前
提
の
上

で
、
い
わ
ば
そ
の
「
内
実
」
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
る
」（
間
宮
［
二
〇
一
三
］
二
四
八
頁
上
）

　

で
は
、
上
行
自
覚
の
「
内
実
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
間
宮
氏
は
日
蓮
の
上
行
自
覚
に
つ
い
て
は
二
つ
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

　

ま
ず
、
日
蓮
が
「
自
分
は
上
行
菩
薩
（
の
再
誕
）
で
あ
る
」
と
自
覚
し
て
い
た
こ
と
を
「
上
行
自
覚
」
と
称
す
る
解
釈
。
こ
れ
を
間
宮

氏
は
「
本
体
的
自
覚
」
と
呼
称
す
る
。
こ
れ
が
広
く
考
え
ら
れ
て
い
る
日
蓮
の
上
行
自
覚
で
あ
り
、
氏
が
疑
念
を
呈
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

い
ま
一
つ
は
、
日
蓮
が
「
自
分
は
上
行
菩
薩
の
任
務
を
行
な
っ
て
い
る
」
と
自
覚
し
て
い
た
こ
と
を
も
っ
て
「
上
行
自
覚
」
と
称
す
る

解
釈
。
こ
ち
ら
が
、
間
宮
氏
が
妥
当
と
す
る
と
こ
ろ
で
、「
行
為
的
自
覚
」
と
呼
称
す
る
。
そ
し
て
付
言
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
日
蓮
の

上
行
自
覚
を
「
行
為
的
自
覚
」
と
し
て
捉
え
る
視
座
は
決
し
て
突
飛
な
も
の
で
は
な
く
、
正
統
的
大
崎
教
学
に
お
い
て
度
々
示
唆
さ
れ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。

　

 

「�

聖
人
御
自
身
上
行
と
し
て
の
条
件
が
具
備
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
も
か
か
は
ら
ず
、
上
行
自
覚
を
表
現
せ
ら
れ
る
に
あ
た
つ
て
は
、
凡
身

日
蓮
と
切
離
し
た
る
天
啓
的
霊
格
的
な
上
行
に
託
す
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
懺
悔
滅
罪
の
宗
教
的
生
活
の
中
に
霊
格
的
上
行
を
発

見
せ
ら
れ
、
凡
身
と
し
て
の
日
蓮
に
即
し
た
る
「
末
法
の
法
華
経
の
行
者
」
て
ふ
自
称
に
託
し
て
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
」（
執
行

［
二
〇
〇
六
］
三
四
〇
頁
、
傍
線
部
筆
者
。
な
お
同
論
考
は
間
宮
［
二
〇
〇
八
］
等
の
重
要
な
前
提
と
な
っ
て
い
る
）

　

 

「�

概
観
し
て
み
る
と
、
上
行
自
覚
に
つ
い
て
の
決
定
的
な
意
思
表
明
の
文
章
は
見
当
た
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
上
行
菩
薩
の
行
儀
と
自
己

の
弘
教
と
を
重
ね
合
わ
せ
、
自
身
を
上
行
菩
薩
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
部
分
が
、
か
な
り
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
表

出
は
、
文
永
十
年
（
一
二
七
三
）
の
『
観
心
本
尊
抄
』
あ
た
り
か
ら
始
ま
り
、
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
の
『
法
華
取
要
抄
』
で
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ほ
ぼ
確
定
的
な
表
明
に
い
た
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
も
、
上
行
菩
薩
に
つ
い
て
言
及
を
続
け
る
な
か
で
、
時
に
は
相
対
化

し
た
表
現
を
通
し
て
、
自
身
と
上
行
菩
薩
と
の
一
体
化
を
、
法
華
経
実
践
の
中
に
確
立
し
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
。」（
庵
谷
［
一
九
九
七
］
六
四
─
六
五
頁
、
傍
線
部
筆
者
）

　

間
宮
氏
の
所
論
は
、
こ
う
し
た
正
統
の
大
崎
教
学
に
お
け
る
上
行
自
覚
解
釈
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
「
行
為
的
自
覚
」
と
し
て
明
確
化

（
と
同
時
に
、
通
念
・
大
前
提
と
し
て
共
有
さ
れ
て
い
た
、
日
蓮
と
上
行
菩
薩
を
即
座
に
同
一
と
見
な
す
上
行
自
覚
解
釈
も
「
本
体
的
自

覚
」
と
し
て
明
確
化
）
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

⑵　

獅
子
吼
会
所
蔵
真
蹟
断
簡
の
解
読
を
巡
っ
て

　

前
述
の
間
宮
［
二
〇
〇
八
］
が
掲
載
さ
れ
た
『
日
蓮
仏
教
研
究
』
第
二
号
に
は
、
上
行
自
覚
を
め
ぐ
る
も
う
一
つ
の
極
め
て
重
要
な
論

考
が
奇
し
く
も
同
時
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
都
守
［
二
〇
〇
八
］
で
あ
る
。

　

同
稿
は
、『
日
蓮
宗
新
聞
』（
二
〇
〇
七
年
八
月
二
十
日
付
）
の
紙
上
で
公
開
さ
れ
た
、
獅
子
吼
会
所
蔵
の
真
蹟
断
簡
を
判
読
し
、
こ
れ

に
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
都
守
氏
に
よ
れ
ば
、
同
断
簡
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

 

「�

日
秀
日
弁
さ
せ
る
僧
に
は
あ
ら
ね
と
ん
（
も
）、
浄
行
一
分
也
」

　

日
秀
・
日
弁
と
は
、
日
興
の
弟
子
の
僧
侶
で
、
熱
原
法
難
の
農
民
た
ち
の
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
熱
原
法
難
と
は
、
弘
安
二

年
、
駿
河
富
士
郡
に
お
い
て
、
日
秀
・
日
弁
に
教
化
さ
れ
た
農
民
た
ち
が
、
在
地
有
力
者
お
よ
び
天
台
宗
の
弾
圧
を
受
け
た
事
件
で
あ
る
。

農
民
た
ち
は
田
畑
荒
ら
し
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
捕
縛
さ
れ
た
。
こ
れ
を
裁
い
た
の
が
、
日
蓮
に
も
弾
圧
を
加
え
て
い
た
平
頼
綱
で
あ
っ
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た
。
頼
綱
は
農
民
た
ち
に
法
華
の
棄
教
・
浄
土
教
へ
の
改
宗
を
迫
り
、
念
仏
を
唱
え
る
こ
と
を
強
要
し
た
。
し
か
し
農
民
た
ち
は
こ
れ
に

屈
せ
ず
、
題
目
を
唱
え
る
こ
と
を
も
っ
て
答
え
た
。
三
人
が
斬
首
、
他
の
者
は
投
獄
さ
れ
た
。

　

こ
の
熱
原
法
難
に
つ
い
て
、
日
蓮
が
そ
の
農
民
た
ち
を
『
変
毒
為
薬
御
書
』
で
讃
え
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る７

。
更
に
本
断

簡
で
は
農
民
た
ち
を
教
化
し
た
日
秀
・
日
弁
を
、
地
涌
菩
薩
た
ち
を
率
い
た
浄
（
＝
上
）
行
菩
薩
に
擬
え
、「
日
秀
・
日
弁
は
と
り
た
て

て
優
れ
た
僧
侶
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
立
派
な
上
行
菩
薩
の
一
部
分
だ
」
と
讃
え
た
も
の
で
あ
る
（「
浄
行
」
表
記
に
つ
い
て
は
後
述
）。

　

こ
の
断
簡
に
つ
い
て
、
都
守
氏
は
以
下
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

 

「�「
浄
行
」
は
「
上
行
」
で
、
本
化
地
涌
の
上
首
で
あ
る
上
行
菩
薩
の
こ
と
で
す
（「
上
行
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
「
浄
行
」
と
通
音

で
書
か
れ
た
例
は
『
撰
時
抄
』
に
三
箇
所
あ
り
ま
す
）
…
…
日
蓮
聖
人
は
熱
原
法
難
の
当
事
者
と
な
っ
た
弟
子
の
日
秀
と
日
弁
を

…
…
「
浄
（
上
）
行
一
分
な
り
」
と
称
え
て
い
た
の
で
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
聖
人
は
ご
自
分
で
は
謙
遜
し
て
か
、
は
っ
き
り
と
は
お

っ
し
ゃ
ら
な
い
も
の
の
、
明
ら
か
な
上
行
自
覚
を
懐
い
て
お
ら
れ
、
日
興
な
ど
の
高
弟
や
、
そ
の
弟
子
た
ち
を
も
上
行
の
一
分
と
み

て
お
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。」（
都
守
［
二
〇
〇
八
］
二
六
八
頁
ｂ
─
ｃ
）

　

自
己
の
上
行
自
覚
に
つ
い
て
す
ら
明
言
を
避
け
て
い
た
日
蓮
が
、
か
え
っ
て
弟
子
を
上
行
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
は
一
見
意
外
に
見
え
る

が
、
こ
れ
は
実
は
決
し
て
例
外
的
な
も
の
で
は
な
い
。
真
蹟
の
断
片
が
現
存
す
る
『
四
條
金
吾
殿
御
返
事
』
に
お
い
て
日
蓮
は
、
高
弟
の

四
条
金
吾
の
身
に
上
行
菩
薩
が
宿
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（「
日
蓮
が
道
を
た
す
け
ん
と
、
上
行
菩
薩
貴
辺
の
御
身
に
入
か
は
ら
せ
給
へ
る

か
。」
定
遺
一
三
六
二
頁８

）。

　

今
日
の
日
蓮
門
下
で
あ
る
我
々
は
上
行
菩
薩
を
、
日
蓮
の
前
身
（
＝
唯
一
、
日
蓮
だ
け
が
擬
え
の
対
象
と
し
て
許
さ
れ
て
い
る
存
在
）

＝
崇
拝
対
象
、
と
見
な
し
が
ち
だ
が
、
こ
の
よ
う
に
獅
子
吼
会
所
蔵
断
簡
や
『
四
条
金
吾
殿
御
返
事
』
等
を
見
て
い
く
と
、
実
は
日
蓮
は
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上
行
自
覚
を
独
占
し
て
お
ら
ず
、
彼
に
と
っ
て
上
行
菩
薩
と
は
「
不
惜
身
命
に
『
法
華
経
』
を
信
仰
し
た
者
の
称
号
」
で
あ
り
、
自
分
含

め
門
下
全
員
が
目
指
す
べ
き
ロ
ー
ル
・
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
門
下
と
し
て
是
非
と
も
注
意
し
て
お
き
た
い
点
で
あ

ろ
う９

。

　

な
お
、
こ
こ
で
獅
子
吼
会
所
蔵
断
簡
に
お
け
る
「
浄
行
」
の
表
記
に
つ
い
て
も
付
言
し
て
お
く
。「
浄
行
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
と
、

四
大
菩
薩
（
上
行
・
無
辺
行
・
浄
行
・
安
立
行
）
の
三
番
手
「
浄
行
菩
薩
」
を
想
起
し
て
し
ま
う
が
、
日
蓮
は
明
ら
か
に
上
行
を
指
す
文

脈
の
場
合
に
も
「
浄
行
」
と
表
記
し
た
例
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
都
守
［
二
〇
〇
八
］
前
掲
引
用
箇
所
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
撰
時
抄
』

の
三
箇
所
（
な
お
、
こ
れ
が
同
抄
に
お
い
て
上
行
（
浄
行
）
に
言
及
す
る
全
箇
所
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

上
行
＝
浄
行
の
表
記
が
見
ら
れ
る
本
断
簡
と
『
撰
時
抄
』
は
両
者
と
も
、
日
蓮
と
し
て
は
例
外
的
に
強
く
上
行
自
覚
を
示
唆
し
て
い
る

文
書
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
せ
め
て
「
浄
行
」
と
表
記
す
る
こ
と
で
、
婉
曲
的
な
効
果
を
狙
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る10

。

　

こ
こ
で
も
う
一
点
着
目
し
て
お
く
べ
き
は
、『
延
山
録
外
本
』
所
収
の
『
撰
時
抄
』
草
稿
に
、「
地
涌
の
上
首
□
上
浄
菩
薩
」（
寺
尾

［
一
九
九
七
］
二
九
二
頁
、
傍
線
部
筆
者
）
と
い
う
一
文
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。「
上
浄
菩
薩
」
は
お
そ
ら
く
「
上
行
菩
薩
」
と
「
浄

行
菩
薩
」
に
基
づ
い
て
お
り11

、
そ
れ
ら
の
並
列
と
目
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
ひ
と
思
い
に
「
上
行
」
と
言
い
切
っ
て
し
ま
う
べ
き
か
、
あ
る

い
は
音
が
同
じ
「
浄
行
」
と
婉
曲
し
て
み
よ
う
か
と
い
う
、
日
蓮
の
逡
巡
が
伝
わ
っ
て
く
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
結
局
、
日
蓮
は
決
定
稿

（
つ
ま
り
今
日
我
々
が
目
に
し
て
い
る
『
撰
時
抄
』）
で
は
、
こ
の
箇
所
を
上
行
と
も
浄
行
と
も
書
か
ず
「
地
涌
の
大
菩
薩
」（
定
遺
一
〇

〇
七
頁
）
と
し
て
お
り
、
そ
の
後
に
続
く
上
行
菩
薩
へ
の
言
及
箇
所
は
悉
く
「
浄
行
」
で
統
一
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
上
行
」
を
「
浄

行
」
と
表
記
す
る
に
至
っ
た
過
程
で
あ
る12

。

⑶　

上
行
菩
薩
は
日
蓮
本
人
か
、
そ
の
守
護
者
か
？

　

更
に
こ
こ
で
、
日
蓮
の
上
行
自
覚
を
め
ぐ
り
、
看
過
さ
れ
が
ち
な
問
題
を
も
う
一
点
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
も
そ
も
日
蓮
に
と
っ
て
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上
行
（
地
涌
）
菩
薩
の
位
置
付
け
は
、
次
の
二
種
類
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

⒜
自
身
を
擬
え
る
対
象

　

⒝
自
身
を
守
護
す
る
尊
格

　

⒜
の
位
置
付
け
が
所
謂
「
上
行
自
覚
」
で
あ
り
、
専
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
②
の
位
置
付
け
は
、
日
蓮
＝
上
行
が
定
説
と

な
っ
て
い
る
今
と
な
っ
て
は
⒜
の
影
に
隠
れ
て
見
過
ご
さ
れ
が
ち
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
前
掲
の
間
宮
［
二
〇
〇
八
］
も
示
唆
し
て

い
た
よ
う
に13

、
日
蓮
遺
文
に
お
い
て
多
く
、
そ
し
て
「
明
確
に
」
見
ら
れ
る
の
は
⒜
よ
り
も
む
し
ろ
⒝
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
主
著
『
観

心
本
尊
抄
』
の
結
論
部
で
は
上
行
（
を
は
じ
め
と
す
る
四
大
）
菩
薩
は
題
目
受
持
者
の
守
護
者
と
し
て
説
示
さ
れ
る14

。
同
書
を
踏
ま
え
て

の
実
践
に
つ
い
て
詳
説
し
た
『
顕
仏
未
来
記
』
で
は
、
本
尊
・
題
目
の
布
教
は
（
上
行
を
は
じ
め
と
す
る
）
地
涌
菩
薩
の
守
護
を
得
る
こ

と
で
行
わ
れ
る
と
す
る15

。
そ
し
て
身
延
期
の
『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』
で
は
、
自
身
の
布
教
が
上
行
菩
薩
の
加
護
を
被
っ
て
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
二
度
に
も
わ
た
っ
て
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る16

…
…
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

　

⒜
と
⒝
に
は
、
上
行
を
自
分
に
と
っ
て
「
主
体
」
と
み
な
す
か
「
客
体
」
と
み
な
す
か
の
別
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
並
存
し
て
い
る
の
は

一
見
す
る
と
矛
盾
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
桑
名
［
二
〇
一
五
］
が
優
れ
た
論
考
を
行
な
っ
て
お
り
（
前
述
の
「
主
体
」「
客

体
」
と
い
う
表
現
も
、
同
論
文
に
よ
る
）、
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
照
し
て
頂
く
と
し
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
検
討
の
一
つ
を
以
下
に
紹
介
し

て
お
く
。

　

取
り
上
げ
る
の
は
、
先
に
も
問
題
と
し
た
『
撰
時
抄
』
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
同
書
は
上
行
菩
薩
に
つ
い
て
⒜
の
視
座
に
立
ち
、
そ
の

自
覚
を
直
裁
的
に
表
明
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
後
五
百
歳
に
一
切
の
仏
法
の
滅
せ
ん
時
、
上
行
菩
薩
に
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
を
も
た
し
め

て
謗
法
一
闡
提
の
白
癩
病
の
輩
の
良
薬
と
せ
ん
と
、
…
…
闘
諍
堅
固
の
時
、
…
…
仏
の
御
使
と
し
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
流
布
せ
ん
と
す
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る
」（
定
遺
一
〇
一
七
頁
）
と
い
っ
た
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
『
撰
時
抄
』
に
お
い
て
も
⒝
の
表
明
は
な
さ
れ
て
お
り
、
同
書

の
末
尾
は
「
霊
山
浄
土
教
主
釈
尊
・
宝
浄
世
界
の
多
宝
仏
・
十
方
分
身
諸
仏
・
地
涌
千
界
の
菩
薩
等
、
梵
釈
・
日
月
・
四
天
等
、
冥
に
加

し
顕
に
助
給
は
ず
ば
、
一
時
一
日
も
安
穏
な
る
べ
し
や
。」（
定
遺
一
〇
六
一
頁
）
と
し
て
、（
上
行
含
む
）
地
涌
菩
薩
を
「
守
護
者
」
と

し
て
説
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
⒜
⒝
の
並
存
に
つ
い
て
、
桑
名
［
二
〇
一
五
］
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

 

「�

本
抄
で
は
行
者
自
覚
の
表
明
を
通
し
て
自
身
の
上
行
自
覚
が
強
く
表
明
さ
れ
る
が
、
末
文
に
は
上
行
自
覚
者
日
蓮
に
対
し
て
客
体
と

し
て
の
地
涌
菩
薩
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
…
…
地
涌
乃
至
上
行
菩
薩
の
自
覚
者
で
あ
っ
て
も
客
体
と
し
て
の
地
涌
菩
薩
の
守
護
を

頂
く
こ
と
に
よ
り
題
目
五
字
の
弘
通
が
叶
う
と
い
う
の
で
あ
る
。」（
一
二
四
頁
下
─
一
二
五
頁
上
）

　

こ
の
桑
名
氏
の
論
を
も
っ
て
、
本
項
⑶
の
小
結
と
し
た
い
。

第
四
節
、
結
び
に
変
え
て
：
我
々
は
上
行
自
覚
を
ど
う
受
け
止
め
る
べ
き
か

　

以
上
、
上
行
自
覚
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
議
論
を
概
観
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
ま
た
御
遺
文
を
今
一
度
中
立
的
に
読
ん
で
再
考

す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
な
点
を
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

◦�

日
蓮
は
自
身
の
自
覚
の
明
言
は
避
け
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
弟
子
に
対
し
て
上
行
の
「
認
定
」
を
行
な
っ
て
い
た
例
が
見
ら
れ
た

（
つ
ま
り
、「
上
行
自
覚
」
を
独
占
し
て
い
な
か
っ
た
）。

　

◦�

日
蓮
に
と
っ
て
上
行
は
自
身
を
擬
え
る
対
象
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
守
護
者
で
も
あ
っ
た
。
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こ
れ
ら
の
点
か
ら
、「
法
華
を
行
ず
る
も
の
は
上
行
に
守
護
さ
れ
な
が
ら
、
自
ら
も
上
行
の
よ
う
に
振
る
舞
う
べ
し
」
と
、
日
蓮
は
自

身
に
、
そ
し
て
弟
子
に
も
課
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
れ
が
所
謂
「
上
行
自
覚
」
の
実
態
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
宗
祖
日
蓮
が
上
行
の
加
護
を
受
け
つ
つ
上
行
と
し
て
活
動
し
た
こ
と
に
倣
っ
て
、
我
々
門
下
も
上
行
（
と
し
て
の
宗
祖
）

の
ご
加
護
を
受
け
つ
つ
、
我
々
自
身
も
「
上
行
と
し
て
」
活
動
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
、
あ
る
べ
き
姿
な
の
で
は
と
筆
者
は
考
え
る17

。

　

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
上
行
の
称
号
を
「
あ
く
ま
で
宗
祖
に
限
ら
れ
る
」「
神
聖
不
可
侵
な
る
崇
拝
対
象
」
と
見
な
し
て
き
た
従
来
型

の
祖
師
信
仰
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
あ
ま
り
に
傲
慢
不
遜
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
し
日
蓮
の
遺
し
た
言
葉
を
正
確
に

把
握
し
受
け
取
ろ
う
と
す
る
、
す
な
わ
ち
真
に
祖
願
に
叶
お
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
気
概
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
、
是
非
と
も

持
つ
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
我
々
が
「
上
行
自
覚
」
を
持
つ
・
そ
れ
に
近
づ
く
際
に
は
、
宗
祖
日
蓮
自
身
が
謙
遜
に
謙
遜
を
重
ね
た
例

に
倣
っ
て
、
徹
底
し
た
謙
虚
な
心
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う18

。

【
付
記
】
間
宮
［
二
〇
一
九
］
に
つ
い
て

　

本
稿
の
基
と
な
っ
た
「
日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚
」（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
例
会
、
日
蓮
宗
宗
務
院
、
二
〇
一
九
年
六
月
一
〇
日
）

発
表
の
後
、
間
宮
氏
か
ら
最
新
論
文
の
間
宮
［
二
〇
一
九
］
を
ご
教
示
頂
い
た
。
同
論
文
は
二
〇
〇
八
年
以
来
一
〇
年
以
上
に
渡
っ
て
続

い
て
き
た
論
争
の
集
大
成
と
言
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
新
た
に
重
要
な
問
題
提
起
を
も
な
し
た
、
極
め
て
重
要
な
一
編
で
あ
る
。
本
来

な
ら
ば
同
論
文
を
踏
ま
え
た
上
で
本
稿
を
作
す
べ
き
だ
っ
た
が
、
更
に
十
分
な
考
究
を
重
ね
た
上
で
他
日
、
改
め
て
筆
者
な
り
の
応
答
を

発
表
し
た
く
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
、
筆
者
が
現
時
点
で
特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
た
次
の
一
点
に
つ
い
て
、「
付

記
」
と
い
う
形
で
述
べ
て
お
き
た
い
。
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外
在
と
内
在
に
つ
い
て

　

間
宮
［
二
〇
一
九
］
は
そ
の
結
論
部
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
上
行
自
覚
を
め
ぐ
る
議
論
を
重
ね
て
き
た
こ
と
で
見
え
て
き
た
新
た
な
問

題
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

 

「�

一
言
で
い
え
ば
、
内
在
と
外
在
の
整
合
性
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
み
ず
か
ら
の
行
な
い
に
お
い
て
働
き
出
す
こ
と
に
な
る
…
…
内

な
る
地
涌
・
上
行
菩
薩
。
そ
し
て
…
…
「
御
計
ラ
ヒ
」「
御
か
び
（
加
被
）」
の
も
と
導
い
て
く
れ
る
、
い
わ
ば
外
な
る
地
涌
・
上
行

菩
薩
。
日
蓮
に
あ
っ
て
、
こ
の
両
者
は
整
合
す
る
の
か
、
し
な
い
の
か
。
整
合
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
整
合
す
る
の
か
。

整
合
し
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
整
合
し
な
い
ま
ま
で
よ
い
の
か
。
こ
う
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。」

　

間
宮
氏
は
「
新
た
な
問
題
」
と
し
て
こ
れ
を
指
摘
す
る
が
、
実
は
こ
れ
が
上
行
自
覚
を
め
ぐ
る
問
題
の
す
べ
て
の
「
根
源
」
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、
信
頼
性
の
あ
る
遺
文
を
見
る
限
り
で
は
日
蓮
は
「
整
合
し
て
い
な
い
」
こ
と
を
仄
め
か
す
か
に
見
え
る
言

説
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
弁
明
も
し
て
い
な
い
。
し
か
し
整
合
し
な
い
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
が
お
こ
る
か
に

見
え
る
の
で
あ
る
。

　

◦�

観
心
論
か
ら
見
る
と
、
内
在
の
菩
薩
界
と
外
在
の
菩
薩
界
が
整
合
し
な
い
別
物
で
あ
れ
ば
、
内
外
の
互
具
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
、

つ
ま
り
は
一
念
三
千
（
十
界
互
具
）
の
義
が
「
事
」
と
し
て
成
立
し
な
く
な
る
の
で
は19

。

　

◦�

現
証
の
点
か
ら
言
え
ば
、
外
な
る
地
涌
菩
薩
が
出
現
し
て
い
な
い
＝
「
末
法
に
お
い
て
地
涌
菩
薩
が
出
現
す
る
」
と
い
う
『
法
華

経
』
の
予
言
（
仏
の
未
来
記
）
が
未
だ
実
現
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
（
日
蓮
の
出
現
が
地
涌
（
上
行
）
菩
薩
の
出
現
で
な
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い
な
ら
ば
、
つ
い
ぞ
五
五
百
歳
始
の
う
ち
に
予
言
は
成
就
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る20

）。

　

◦�
日
蓮
は
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』（
定
遺
九
〇
五
頁
）
等
で
「
天
台
大
師
智
顗
ら
の
先
師
は
『
法
華
経
』
の
要
法
を
内
心
知
っ
て
は

い
た
も
の
の
、
釈
尊
か
ら
結
要
付
属
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
広
め
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
て
い
る
。
も
し
日
蓮
に
あ

っ
て
、
結
要
付
属
を
受
け
た
存
在
＝
外
な
る
地
涌
菩
薩
と
、
自
身
の
内
な
る
地
涌
菩
薩
が
整
合
さ
れ
な
い
ま
ま
に
要
法
の
布
教
を
断

行
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
故
許
さ
れ
た
の
か21

。

　

要
す
る
に
、
宗
義
が
根
底
か
ら
崩
れ
か
ね
な
い
大
問
題
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
我
々
門
下
は
さ
ら
な
る
考
究
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

（
テ
キ
ス
ト
）

大
正
新
修
大
蔵
経
→
大
正

立
正
大
学
宗
学
研
究
所
『
昭
和
定
本　

日
蓮
聖
人
遺
文
』（
身
延
山
久
遠
寺
、
一
九
五
二
─
一
九
五
九
）
→
定
遺

『
富
士
宗
学
要
集　

宗
史
部
一
』（
雪
山
書
房
、
一
九
三
六
）
→
富
士

（
参
考
文
献
）

稲
田　

隆
広
［
二
〇
一
三
］「
日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
」『
本
化
仏
教
紀
要
』
一
、
一
七
三
─
一
九
五
頁

庵
谷　

行
亨
［
一
九
九
七
］「
日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚
に
つ
い
て
」『
大
崎
学
報
』
一
五
三
、
三
五
─
七
二
頁

川
上
大
隆
・
都
守
基
一

　
　
　
　
　

 

［
二
〇
一
三
］「
本
成
房
日
実
著
『
当
家
宗
旨
名
目
』
の
翻
刻
」『
日
蓮
仏
教
研
究
』
五
、
三
─
一
五
七
頁

桑
名　

法
晃
［
二
〇
一
五
］「�

日
蓮
に
お
け
る
地
涌
菩
薩　

守
護
の
問
題
を
中
心
と
し
て
」『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
六
四
（
一
）
一
二
三
─
一
二
六
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頁

執
行　

海
秀
［
二
〇
〇
六
］『
御
義
口
伝
の
研
究
』
山
喜
房
仏
書
林

菅
原　

関
通
［
二
〇
一
四
］「�

重
須
本
門
寺
所
蔵
『
頼
基
陳
状
』
日
澄
本
の
日
付
等
に
つ
い
て
─
間
宮
氏
へ
の
回
答
」『
日
蓮
仏
教
研
究
』
六
、
一
六

九
─
一
七
七
頁

末
木
文
美
士
［
二
〇
一
〇
］『
増
補　

日
蓮
入
門
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫

都
守　

基
一
［
二
〇
〇
八
］「
学
室
だ
よ
り
」『
日
蓮
仏
教
研
究
』
二
、
二
五
三
─
二
七
四
頁

寺
尾　

英
智
［
一
九
九
七
］『
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
形
態
と
伝
来
』
雄
山
閣
出
版

前
川　

健
一
［
二
〇
〇
九
］「『
縮
刷
遺
文
』
の
本
文
整
定
に
つ
い
て
」『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』
二
五
、
二
三
─
三
九
頁

間
宮　

啓
壬
［
二
〇
〇
八
］「
日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
自
覚
の
再
検
討
」『
日
蓮
仏
教
研
究
』
二
、
一
七
五
─
一
八
六
頁

　
　
　
　
　

 

［
二
〇
一
三
］「�

再
度
、
日
蓮
の
地
涌
・
上
行
自
覚
を
論
ず　

山
上
氏
の
批
判
を
う
け
て
」『
日
蓮
仏
教
研
究
』
五
、
二
四
七
─
二
七
六

頁

　
　
　
　
　

 

［
二
〇
一
九
］「�

日
蓮
に
お
け
る
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
自
覚
、
再
々
論　

菅
原
・
山
上
両
氏
に
応
え
る
」『
日
蓮
仏
教
研
究
』
一
〇
、
一

三
一
─
一
六
六
頁

山
上　

弘
道
［
二
〇
〇
九
］「�

宗
祖
の
上
行
自
覚
に
つ
い
て　

間
宮
氏
の
所
見
に
対
す
る
批
判
」『
日
蓮
仏
教
研
究
』
三
、
一
四
一
─
一
五
九
頁

　
　
　
　
　

 

［
二
〇
一
四
］「�

間
宮
啓
壬
氏
の
論
攷
：
「
再
度
、
日
蓮
の
地
涌
・
上
行
自
覚
を
論
ず
：
山
上
氏
の
批
判
を
う
け
て
」
へ
の
感
想
」『
興

風
』
二
六
、
一
八
三
─
一
九
六
頁

立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所

　
　
　
　
　

 

［
二
〇
〇
三
］『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典　

教
学
篇
』
身
延
山
久
遠
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　

な
お
上
行
自
覚
を
め
ぐ
る
議
論
を
俯
瞰
し
た
も
の
と
し
て
は
、
稲
田
［
二
〇
一
三
］
が
あ
る
。

２　

末
木
［
二
〇
一
〇
］
六
五
頁
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３　

こ
う
し
た
早
急
な
神
格
化
が
、
後
の
大
石
寺
に
お
け
る
「
日
蓮
本
仏
論
」
出
現
の
遠
因
と
な
っ
た
と
も
推
断
さ
れ
よ
う
。

４　
「
例
外
的
な
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
後
述
（
な
お
間
宮
［
二
〇
〇
八
］
一
七
七
頁
下
─
一
七
九
頁
下
も
こ
れ
ら
を
例
外
と
す
る
）。

５　

主
眼
は
あ
く
ま
で
『
三
大
秘
法
抄
』
の
真
偽
論
（
ひ
い
て
は
偽
書
と
し
て
の
判
定
）
に
あ
る
。
叡
山
戒
壇
を
踏
む
日
昭
門
流
と
し
て
は
、
本
門

戒
壇
を
詳
述
・
称
揚
す
る
『
三
大
秘
法
抄
』
は
不
都
合
で
あ
る
の
で
、
偽
書
と
断
じ
た
か
っ
た
（
そ
の
根
拠
と
し
て
、
上
行
自
覚
表
明
の
不
審
点

を
指
摘
し
た
）
と
い
う
事
情
が
推
定
さ
れ
る
。

６　

こ
の
点
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
間
宮
氏
・
山
上
氏
間
の
論
争
に
詳
し
い
。

７　
「
彼
等
蒙
御
勘
気
之
時
奉
唱
南
無
妙
法
蓮
華
経
云
云
。
偏
非
只
事
。」（
定
遺
一
六
八
三
頁
）

８　

同
断
簡
と
同
遺
文
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
間
宮
［
二
〇
一
三
］
二
七
〇
頁
下
、
注
三
一
も
指
摘
。

９　

こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
間
宮
［
二
〇
一
三
］
も
「「
上
行
（
浄
行
）
の
一
分
」
と
し
て
の
行
な
い
も
ま
た
、
も
と
よ
り
日
蓮
一
人
に
限
定
さ
れ

る
特
権
で
は
あ
り
得
な
い
。「
師
」
と
し
て
人
々
の
先
頭
に
立
と
う
と
志
す
者
に
、「
上
行
（
浄
行
）
の
一
分
」
た
る
こ
と
は
、
や
は
り
開
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
日
蓮
に
と
っ
て
は
、
そ
の
点
、
殊
に
出
家
の
弟
子
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
」（
二
六
六
頁
下
─
二
六
七
頁
上
）

と
述
べ
て
い
る
（
間
宮
［
二
〇
一
九
］
一
五
八
頁
下
に
も
、
同
意
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
）。

10　
「
浄
行
」
を
「
上
行
」
の
謙
遜
表
現
と
す
る
説
は
、
山
上
［
二
〇
〇
九
］
一
五
三
頁
上
・
下
に
見
ら
れ
る
。

11　

前
川
［
二
〇
〇
九
］
二
八
頁

12　

た
だ
し
、
若
き
日
の
日
蓮
も
書
写
し
た
覚
鑁
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
に
、「
見
淨
行
菩
薩
從
地
涌
出
云
云
」（
大
正
七
九
、
二
〇
下
一
七
、
傍

線
部
筆
者
）
と
あ
り
、
上
行
菩
薩
を
浄
行
菩
薩
と
表
記
し
た
例
が
あ
る
と
の
重
要
な
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
（
犀
角
独
歩
「
犀
の
角
の
よ
う
に
独

り
歩
め
」
二
〇
一
四
年
九
月
一
三
日
「
教
学
メ
モ
22
：
浄
行
か
・
上
行
か
」http://blog.livedoor.jp/saikakudoppo/archives/52049102.

htm
l 

二
〇
一
九
年
十
一
月
二
十
八
日
閲
覧
）。

13　
「
日
蓮
が
み
ず
か
ら
の
自
覚
に
即
し
て
「
一
人
称
」
の
形
で
公
言
し
た
自
己
の
位
置
づ
け
は
、「
地
涌
・
上
行
菩
薩
」
に
先
立
つ
者
、
あ
る
い
は
、

そ
の
庇
護
を
こ
う
む
る
者
に
止
ま
る
、
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
」（
間
宮
［
二
〇
〇
八
］
一
八
〇
頁
上
）

14　
「
不
識
一
念
三
千
者
、
仏
起
大
慈
悲
、
五
字
内
裹
此
珠
、
令
懸
末
代
幼
稚
頚
。
四
大
菩
薩
守
護
此
人
」（
定
遺
七
二
〇
頁
）
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15　
「
地
涌
千
界
等
菩
薩
守
護
法
華
行
者
。
此
人
得
守
護
之
力
以
本
門
本
尊
・
妙
法
蓮
華
経
五
字
令
広
宣
流
布
於
閻
浮
提
歟
。」（
定
遺
七
四
〇
頁
）

16　
「
上
行
菩
薩
の
御
か
び
を
か
ほ
り
て
」（
定
遺
一
〇
八
五
頁
）「
上
行
菩
薩
の
か
び
を
か
を
ほ
り
て
」（
定
遺
一
〇
八
六
頁
）

17　

こ
の
筆
者
の
結
論
は
、
間
宮
［
二
〇
一
三
］�

二
六
六
頁
下
─
二
六
七
頁
上
（
前
掲
引
用
箇
所
参
照
。
お
よ
び
間
宮
［
二
〇
一
九
］
一
五
八
頁
下
）

に
お
け
る
「
上
行
自
覚
は
門
下
に
も
開
か
れ
て
い
る
」
と
の
論
と
、
概
ね
方
向
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
考
え
る
。

18　

こ
の
認
識
は
菅
原
［
二
〇
一
四
］
の
「
私
た
ち
が
守
る
べ
き
伝
燈
は
、
真
摯
に
凡
夫
と
し
て
の
罪
を
内
省
し
、
地
涌
菩
薩
の
自
覚
を
も
っ
て
自

分
を
律
す
る
こ
と
」（
一
七
六
頁
下
）
と
の
言
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
（
当
然
、
地
涌
と
上
行
と
の
間
に
差
が
あ
る
か
否
か
の
問
題
は
あ

ろ
う
が
）。

19　

こ
こ
で
、
こ
の
問
題
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
菅
原
［
二
〇
一
四
］
の
「
聖
人
の
観
心
論
か
ら
見
れ
ば
、
行
者
的
自
覚
は
自
然
な
発
露
と
し

て
本
体
的
自
覚
に
到
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」（
一
七
三
頁
下
）
と
の
論
を
あ
わ
せ
て
再
考
す
べ
き
か
。

20　

た
だ
し
こ
の
点
に
つ
い
て
間
宮
氏
は
既
に
「
確
か
に
、
理
論
的
に
は
詰
め
る
べ
き
重
要
な
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
日
蓮
は

そ
の
こ
と
を
詰
め
て
は
い
な
い
…
…
日
蓮
自
身
、
自
分
は
地
涌
・
上
行
菩
薩
で
は
な
い
が
、
そ
の
加
護
を
確
か
に
受
け
て
い
る
と
い
う
確
信
が
あ

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
、
今
、
自
分
が
先
頭
に
立
っ
て
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
行
な
い
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
地
涌
千
界

の
一
分
」・「
上
行
（
浄
行
）
の
一
分
」
た
る
者
の
輪
を
広
げ
つ
つ
あ
る
と
の
確
か
な
手
応
え
の
あ
っ
た
こ
と
が
、
日
蓮
を
そ
う
し
た
問
題
に
は
向

か
わ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
に
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
そ
の
よ
う
な
理
論
的
問
題
の
詰
め
に
取
り
組
む
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
、

地
涌
・
上
行
菩
薩
の
行
な
い
を
み
ず
か
ら
行
な
い
、
人
を
し
て
よ
り
広
く
行
な
わ
し
め
る
実
践
だ
っ
た
の
で
あ
る
」（
間
宮
［
二
〇
一
三
］
二
六

八
頁
上
）
と
の
見
解
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
氏
の
見
解
に
は
説
得
力
が
あ
る
し
、
恐
ら
く
は
こ
れ
が
正
鵠
を
射
た
答
え
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ

れ
で
も
な
お
、
日
蓮
は
あ
れ
ほ
ど
「
時
」
や
「
現
証
」
を
重
ん
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
最
も
重
要
事
で
あ
ろ
う
こ
の
問
題
に
明
確
に
答
え
な
か
っ

た
こ
と
に
は
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。

21　

こ
の
問
題
の
根
幹
は
山
上
［
二
〇
〇
九
］
お
よ
び
［
二
〇
一
四
］
が
既
に
仔
細
に
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
り
、
筆
者
の
見
る
限
り
、
山
上
説
の

中
で
最
も
説
得
力
を
持
つ
部
分
で
あ
る
（「
宗
祖
に
と
っ
て
、
迹
化
の
菩
薩
の
化
身
た
ち
が
、
妙
法
を
知
り
な
が
ら
も
弘
通
し
な
か
っ
た
の
は
、

彼
ら
に
仏
か
ら
の
付
属
が
無
か
っ
た
こ
と
が
、
決
定
的
な
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
…
…
妙
法
弘
通
と
い
う
「
行
為
」
は
、
仏
よ
り
そ
の
行
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為
を
す
べ
く
付
属
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
り
、
も
し
妙
法
乃
至
妙
法
曼
荼
羅
を
存
知
し
て
い
た
と
し
て
も
、
付
属
が
無
け
れ
ば
弘
通

は
な
さ
れ
な
い
、
と
い
う
鉄
則
で
あ
る
。
そ
の
鉄
則
を
熟
知
主
張
し
て
い
た
宗
祖
が
、
も
し
仏
か
ら
妙
法
弘
通
を
委
託
さ
れ
た
本
化
地
涌
・
上
行

菩
薩
と
し
て
の
自
覚
な
し
に
、
そ
の
行
為
の
み
を
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
自
ら
示
し
た
仏
法
上
の
鉄
則
を
破
る
も
の
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
」
山
上
［
二
〇
一
四
］
一
八
七
─
一
八
八
頁
）。

　
　

そ
こ
で
改
め
て
、
日
蓮
が
繰
り
返
し
て
い
る
「
自
分
は
上
行
菩
薩
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
上
行
菩
薩
の
助
力
に
よ
っ
て
妙
法
弘
通
を
し
て

い
る
」
を
、
ど
う
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
の
言
は
額
面
通
り
に
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
本
体
・
行
為
が
一
致
し
た
上
行
自
覚
を
そ

の
裏
に
読
み
取
る
べ
き
と
す
る
の
が
山
上
説
で
あ
り
、
一
方
、
こ
れ
に
反
論
し
た
間
宮
［
二
〇
一
九
］
は
、「
地
涌
・
上
行
菩
薩
の
「
御
計
ラ
ヒ
」

「
御
か
び
（
加
備
）」
が
あ
れ
ば
こ
そ
…
…
可
能
に
な
る
」（
一
五
一
頁
上
）
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
が
な
ぜ
可
能
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は

正
直
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
間
宮
氏
が
同
論
文
の
末
尾
に
お
い
て
言
及
し
た
整
合
性
の
問
題
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
究
が
必

要
と
な
る
の
で
あ
る
。
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